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施
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衛
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合
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下
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な
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。

　
公
債
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（
前
年
度
比
2.5
％
減
）
は
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学
校
建
設
や
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路
整
備
な
ど
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借
入

金
に
対
す
る
返
済
金
で
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。

　
支
出
が
義
務
付
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ら
れ
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い
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務
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出
全
体
の
37
・
７
％
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な
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て
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。

　
ま
た
、
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計
、
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野
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水
道
企
業
団
、
秩
北
衛
生
下
水
道
組

合
、
秩
父
広
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市
町
村
圏
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合
に
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す
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繰
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金
や
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担
金
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ど
は
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４
％
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り
ま
す
。

　
残
り
の
36
・
９
％
が
、
政
策
的
経

費
な
ど
町
が
自
由
に
使
え
る
経
費
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

財
源
の
な
か
で
、
事
業
の
目
的
達
成

の
た
め
取
り
組
み
ま
す
。

総務・徴税・選挙経費

５億4,304万円

総 務 費
議会活動経費

7,364万円

議 会 費
歳出予算内訳

重点施策に係る事業
説明は、４～５ペー
ジに掲載しています。

農林業の基盤整備経費

１億1,104万円

農林水産業費
労働諸費・雇用対策経費

232万円

労 働 費
保健衛生・生活環境経費

４億6,839万円

衛 生 費
社会福祉・児童福祉経費

８億9,384万円

民 生 費

学校教育・保健体育経費

８億3,628万円

教 育 費
常備消防・消防団経費

２億906万円

消 防 費
町道整備・都市計画経費

３億3,872万円

土 木 費
商工業の振興・観光経費

3,281万円

商 工 費

予算外の支出に充てる財源
1,050万円

予 備 費

借入金の元利償還金

３億1,118万円

公 債 費
基金への積立金
218万円

諸支出金
　予算の内容を少しでもわかり
やすく、具体的に町民の皆さん
にお知らせするため、『町民へ
の予算書』を作成しましたので、
ぜひご覧ください。
●配付場所
　役場総務課、総合センター、勤労福祉センター、
　長生荘、水と緑のふれあい館


